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燕ささえあいプラン（第４次燕市地域福祉計画・第４次燕市地域福祉活動計画）について

本プランは、令和５（２０２３）年度～令和９（２０２７）年度の５か年度を対象に策定され

た地域福祉の推進に関する計画です。地域共生社会の実現に向け、燕市（以下「市」という。）

の「燕市地域福祉計画」と燕市社会福祉協議会（以下「本会」という。）の「燕市地域福祉活動

計画」を一体化し、目標や施策の共有と役割の明確化、さらなる連携の強化を図ったものです。

令和８年度事業計画において、本プランに係わる部分は

以下のように記載しました。本プランの詳細は二次元コー

ドからもご覧いただけます。

                                      燕ささえあいプラン

○－(○)（施策の方向性）

代表 E-mail  tubame@tbm-swc.jp

ホームページはこちらからご覧いただけます https://tbm-swc.jp/       

燕市社会福祉協議会

介護予防の体験会情報や、市内地域支え合い活動の紹介など、本会の活動をいち早くお届け

しています。

燕市社協 LINE 相談窓口

相談会場に行くにはちょっと…でもお困りではありませんか？

こちらの LINE では随時相談を受け付けています。お気軽にメッセージをお送りください。

法人本部 〒959-0231 燕市吉田日之出町 1 番 1 号 燕市市民交流センター内

TEL 0256-78-7080（代表）FAX 0256-78-7088

Facebook・Instagram でも地域の“今”をお伝えしています

Facebook

Instagram

◆ 事業計画と燕ささえあいプランとの関係等について          

本会オリジナルキャラクター

つばるん（詳細はｐ.９）
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(１)　介護の必要な人への支援

(２)　障がいのある人への支援

(３)　子育て世帯への支援

(１)　適切な組織運営

(２)　職員の能力開発・人材育成

(３)　災害等への備えの強化

(４)　施設の適正な管理運営

(１)　住民相互の助け合い・支え合い
　　 活動の推進

(２)　地域を支える担い手の育成

(３)　市民活動・福祉教育の推進

(１)　制度・サービスの利用支援と
　　 権利擁護の推進

(２)　相談支援体制の充実

(３)　生活困窮者への自立支援

本会全体のマネジメント

を適切に行います

基本理念 重点活動目標 活動方針

「
地
域
が
支
え
る
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
か
な
え
る
た
め
に

地域住民を主体とした取

り組みを推進します

福祉サービス利用支援等

の援助を行います

その人らしい生活を送る

ためのサービスを提供し

ます

◆ 計画体系図

１.

２.

３.

４.
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＜基本理念＞ 

「地域が支えるその人らしい暮らし」をかなえるために 

 

＜基本方針＞ 

 本会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、基本理念に基づき、行政及び地域住民や福祉団体

関係者等と協働しながら、地域における多様な生活課題の解決に取り組んでまいります。そして、誰も

が支え合いながら安心して暮らすことができる「ともに生きる豊かな地域社会」の実現を目指します。 

 しかしながら、少子高齢化や人口減少の進行、単身世帯の増加、地域のつながりの希薄化など、地域

社会を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。加えて、物価高騰や就労不安、ヤングケアラーやひ

きこもり、孤立・孤独の問題など、従来の制度や支援の枠組みだけでは対応が難しい複合的・複雑化し

た課題が顕在化しています。 

このような状況を踏まえ、本会では、住民一人ひとりが地域の一員としての役割を持ち、互いに支え

合う仕組みづくりを推進するとともに、関係機関との連携を一層強化し、誰一人取り残されることのな

い「地域共生社会」の実現に向けた取り組みを進めます。 

また、介護保険サービスや障がい福祉サービス等の制度事業についても、利用者本位の視点を大切に

しながら、質の高いサービス提供に努め、その人らしい生活の継続を支援します。さらに、地域ニーズ

の変化を的確に捉え、柔軟かつ持続可能な組織運営を行うことで、地域福祉の推進役としての責任を果

たしてまいります。 

 

＜重点活動目標＞ 

本会では、基本理念及び基本方針に基づき、以下に掲げる４つの重点活動目標のもと、持続可能な法

人運営を支えるマネジメントの推進、住民主体による地域づくりの支援、福祉サービスの円滑な利用促

進、並びに制度事業における質の高いサービス提供を総合的に展開します。 

 

１. 本会全体のマネジメントを適切に行います 

 本会では、地域福祉活動の一層の推進に向け、住民組織、関係機関及び行政等との連携を強化す

るとともに、事業実践の成果や取り組み内容の積極的な情報発信、客観的な事業評価を行い、持続

可能な活動基盤を維持するために必要な財源の確保に努めます。 

また、今年度は、法人合併（設立）２０周年という節目を迎えることから、これを機に地域共生社

会の実現に向けたさらなる地域福祉の推進を図るため、合併２０周年を機に取り組む事業として、燕

市社会福祉大会の開催をはじめ、地域住民やボランティア団体等とのさらなる連携と協働の促進な

どさまざまな事業を展開します。併せて、これからの社会情勢や地域ニーズを踏まえ、経営理念及

び将来ビジョンを明確にした中期経営計画策定の準備段階として、役職員が十分に協議を重ね、非

営利性・公益性にふさわしい組織の在り方を改めて確認します。 

 さらに、全国社会福祉協議会が示す「社会福祉協議会基本要項２０２５」の理解を深め、職員一人ひ

とりが、地域福祉を推進する中核的な組織の一員としての使命感と誇りをもち、主体的に事業を推

進できるよう意識の醸成を図ります。加えて、本会が求める職員像を明確化し、組織性と専門性の

◆ 基本理念・基本方針・重点活動目標                
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両面から成長を促すための人材育成理念を策定します。 

近年頻発する広域的・同時多発的な大規模災害に備え、策定済みの各種マニュアルに基づき、法

人全体で毎年度、訓練を実施するとともに、その評価・検証を行い、必要に応じて内容の見直し・

改善を図ります。 

   また、直営及び指定管理者制度等により管理運営している複数施設については、引き続き、利用

者の満足度の向上と利用促進を図るため、利用者目線に立った安心・安全な管理運営に努めるとと

もに、効率的な運営による水道光熱費等の経費削減を推進します。 

    

２. 地域住民を主体とした取り組みを推進します 

 多様化・複雑化する地域福祉ニーズや地域生活課題に対応するためには、既存の制度やサービス

にとどまらず、制度外の支援の活用や、新たな社会資源を創り出すことが求められています。その

ため、解決への意見出しや新たなサービス創出に向けた住民の協議の場を一層充実させ、住民自ら

が主体的に課題解決へ参画できる体制づくりを進めます。  

具体的には、身近な生活圏域である「まちづくり協議会」エリアを基盤に、住民主体の「地域支

え合い活動」を市内全域へと拡大し、福祉、医療、介護、教育等の多職種・多機関との連携を推進

します。 

また、地域における人と人とのつながりが希薄化し、社会的孤立が課題となる中、誰もが気軽に

参加できる交流の場として、ふれあいサロンや介護予防自主グループ等が継続的に展開できるよう、

運営支援や活動の活性化に取り組みます。 

一方、少子高齢化や核家族化、高齢者世帯の増加等により、地域における支え合い活動の担い手

不足が深刻化しています。そのため、ボランティア・市民活動の支援や福祉教育の推進を通じて、

地域福祉を身近に感じられる機会を創出し、次世代を含めた支援者や担い手の育成及び確保を進め

ます。 

 

３. 福祉サービス利用支援等の援助を行います 

成年後見制度等の権利擁護支援については、支援を必要とする人を適切な支援につなぐため、地

域の関係機関や専門職、地域住民等とのネットワークの強化が不可欠です。本会では、認知症や知

的・精神障がい等により判断能力が十分でない状態になっても、一人ひとりの権利が尊重され、住

み慣れた地域や自宅でその人らしい自立した生活を継続できるよう、地域の支援体制のさらなる充

実を図ります。 

また、日常生活におけるさまざまな困りごとは、不安や悩みを生じさせ、個人や世帯のみでの解 

決が困難な場合も少なくありません。本会では、各種相談窓口に寄せられる相談を丁寧に受け止め、

相談者に寄り添いながら一緒に考え、適切な支援機関や制度へつなぐとともに、課題解決に向けた 

具体的な提案を行います。さらに、生活困窮世帯等の自立を支援するため、必要とされる各種制度 

や支援策に関する情報提供を行い、関係機関との連携を通じて、切れ目のない支援を行う「つなぎ

役」としての役割を果たします。併せて、個別支援の積み重ねを通じて明らかになる地域の潜在的・

共通的な課題を可視化し、その解決に向けた新たな社会資源や仕組みづくりにつなげるなど、地域 

全体の支援力の向上を図ります。 
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４. その人らしい生活を送るためのサービスを提供します

本会では、誰もが住み慣れた地域や自宅で、その人らしい生活が継続できるよう、一人ひとりの

心身の状態や生活状況・ニーズに応じた、介護保険サービスや障がい福祉サービスを提供します。

介護保険事業においては、訪問介護をはじめ、自費介護サービス（制度外事業）、子育て世帯訪問

支援（同）を実施し、制度の枠にとらわれない柔軟な支援を行います。また、障がい福祉サービス

事業においては、居宅介護、同行援護、移動支援、就労継続支援Ｂ型、地域活動支援センター、相

談支援、放課後等デイサービスを各拠点において展開し、利用者の生活全体を支える包括的な支援

に取り組みます。

各拠点では、支援の質の向上を図るため、職員の専門性や実践力の向上を目的とした委員会活動

や研修を定期的に実施するとともに、事故防止に対する意識を常に持ち、緊急時に迅速かつ適切な

対応ができるよう体制整備や訓練を行います。

また、これらの事業については、適正な人員配置の確保に努めるとともに、中期的な視点に立った

事業運営を行い、安定的かつ持続可能な経営基盤の確立を図ります。
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重点活動目標 １.本会全体のマネジメントを適切に行います （詳細は p.9～） 
 

⑴ 適切な組織運営 

 

事業名 事業概要 

【拡充事業】 

③広報活動の充実 

 キャラクター認知度向上事  

 業 

予算 700 千円 

（会員会費・共同募金） 

公募により制作したオリジナルキャラクターについては、本会の

認知度向上を図るとともに、さまざまな場面で目に触れる機会を増

やすため、社協だよりやチラシ、名刺等にイラストを活用します。

さらに、着ぐるみ等を制作し、子どもや若い世代をはじめとする地

域住民に親しまれるキャラクターとなることを目指します。 

【新規事業】 

⑤中期経営計画策定準備事業 

予算 50 千円 

（会員会費・共同募金） 

本会の組織運営、事業展開、財務基盤等に対する具体的な取り組

み（戦略）を明示した中期経営計画を令和９年度に策定します。今

年度はその準備期間と位置づけ、社協活動の指針となる「社会福祉

協議会基本要項２０２５」の理解と定着を図るための職員研修を実施す

るとともに、役職員で構成する策定委員会を設置し、実効性の高い

計画策定に向けた準備を進めます。 

【新規事業】 

⑥燕市社会福祉大会の開催 

予算 400 千円 

（会員会費・共同募金） 

今年度は法人合併（設立）から２０年の節目を迎えます。これを記

念し、燕市市民交流センターを会場に、式典、表彰、講演会を開催

します。併せて、地域住民に本会の活動をより広く知っていただき、

身近な存在となることを目的に、ボランティア・市民活動交流フォ

ーラムを同時開催し、本会と地域住民、ボランティア団体等とのさ

らなる連携を目指します。 

 

⑵ 職員の能力開発・人材育成 

事業名 事業概要 

【拡充事業】 

②計画的な人材育成 

人材育成理念策定事業 

予算 250 千円 

（会員会費・共同募金） 

職員一人ひとりが本会の基本理念を共有し、自身の役割や将来像

を明確に描きながら働くことのできる環境づくりが求められていま

す。そのため、基本理念・基本方針・重点活動目標の浸透を図ると

ともに、キャリアパスや評価の仕組みを明確化し、本会が求める職

員像を示した人材育成理念を策定することで、組織性と専門性の両

面からの成長を促します。 

 
 
 
 
 
 

◆ 新規・拡充事業                         

燕ささえあいプラン 
１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 
２－(1) 包括的な支援体制の整備 
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重点活動目標 ２.地域住民を主体とした取り組みを推進します （詳細は p.15～） 

⑴ 住民相互の助け合い・支え合い活動の推進  

 

 

 

 

 

事業名 事業概要 

【新規事業】 

②地域でまるごと支え合いモ

デル事業 

予算 208 千円 

（会員会費・共同募金） 

日常生活に困りごとを抱え親族からの支援を得ることが困難な高

齢者や障害者世帯等を対象に、自治会が主体となって行う支援活動

に要する費用を助成し、住み慣れた地域で安心して生活を継続でき

る環境づくりを進めます。併せて、地域で困りごとを共有し、住民

同士の支え合い・助け合いを通じて、地域全体で支援し合える体制

づくりを推進します。 

今年度はモデル地区を選定し、実践を通じて事業の有効性や運営

方法等を検証し、今後の本格的な展開に向けた基礎づくりを行いま

す。 

【拡充事業】 

④ふれあいサロン活動の支援 

ふれあいサロン推進事業 

予算 100 千円 

（共同募金） 

地域の身近な場所で運営されているふれあいサロンについては、

近年の物価高騰等の影響により、運営が困難になっているとの声が

寄せられています。こうした状況を踏まえ、１サロンの運営費の基

本助成額を 13,000 円から 16,000 円へ増額するとともに、年間の助

成限度額を 38,000 円から 40,000 円へ引き上げます。併せて、燕市

介護予防・日常生活支援総合事業における「支え合い型通所サービ

ス（サービス B）」として登録している団体についても同額の助成を

可能とすることで、サロン活動等の継続的な運営を支援し、住民主

体の交流の場の維持・活発化を図ります。 

【拡充事業】 

⑧障がい者タクシー利用券等

助成事業 

予算 2,178 千円 

（市受託金） 

腎臓機能障害により人工透析を必要とされる人（以下「人工透析

患者」という。）は、透析療法を受けるため頻繁な通院が必要となり、

交通費の負担が大きくなっています。このことから、今年度より身

体障害者手帳を所持し通院している人工透析患者も対象とし、年間

15,000 円分の利用券等（500 円券×30 枚）を交付することにより、

交通費の負担軽減を図ります。 

【拡充事業】 

⑪学生服・体操着譲渡事業 

予算 63 千円 

（会員会費・共同募金） 

 

循環型社会の実現及び子育て世帯の支援を目的に令和５年度から

本会が開催している「学用品等リユース事業」については、地域の

NPO や企業等による同様の取り組みが拡充・定着したことに伴い、

譲渡数や来場者数が減少しています。こうした状況を踏まえ、イベ

ント型のリユース会は年２回の開催から年１回に見直すとともに、

当該開催をもってイベント型での実施を終了し、その後は個別対応

を中心とした事業展開へ移行します。具体的には、関係機関からの

情報提供を受け、支援が必要な世帯に対して、必要なタイミングで

学生服や体操着を譲渡する体制を整備し、より効果的な支援につな

げていきます。 

燕ささえあいプラン 
１－(2) 地域支え合い活動の推進 
１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援 

３－(1) 暮らしやすい生活環境の整備 
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重点活動目標 ３.福祉サービス利用支援等の援助を行います （詳細は p.20～）

⑴ 制度・サービスの利用支援と権利擁護の推進

事業名 事業概要

【拡充事業】

①福祉後見・権利擁護センター

（燕市成年後見制度利用促進

中核機関）

燕市市民後見人活動報告会

予算 240 千円

（市受託金）

令和５年度より市民後見人の養成を開始し、令和６年度末には３

人、令和７年度には２人の市民後見人が誕生し、受任実績が５件と

なりました。中核機関の機能や地域連携ネットワークの構築により、

市民後見人を支える体制は整いつつありますが、その活動実態につ

いては十分に市民や関係機関に周知されていない状況にあります。

このため、関係機関を対象とした活動報告会を開催し、市民後見人

の受任に適した案件が中核機関へ適切につながるよう、連携体制の

強化と理解促進を図ります。

重点活動目標 ４.その人らしい生活を送るためのサービスを提供します （詳細は p.22～）   

⑵ 障がいのある人への支援

事業名 事業概要

【拡充事業】

①居宅介護・同行援護・移動支

援事業

⑤放課後等デイサービス事業

（はばたき・ぶんすい）

（仮称）県央地区特別支援学校

送迎バス運行にかかる対応検

討事業

予算 0 千円

新潟県は、現在、燕労災病院跡地において令和９年４月開校に向

け、(仮称)県央地区特別支援学校（以下「県央特支」という。）の整

備をすすめていますが、同校への送迎バスの運行については、現時

点において市から詳細が示されていません。このため、前年度より

市担当課等から情報収集を行うとともに、介護サービス室及び放課

後等デイサービス事業所の管理者等による協議の場を定期的に開催

し、次年度に向けた人材確保や必要経費の把握に努めます。

燕ささえあいプラン
２－(3) 権利擁護の推進

燕ささえあいプラン

１－(1) 支え合い・助け合いの意識づくり

２－(1) 包括的な支援体制の整備

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援

２－(3) 権利擁護の推進
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重点活動目標 １． 本会全体のマネジメントを適切に行います

⑴ 適切な組織運営

① 理事会・評議員会等の開催

法人組織のガバナンス強化、事業運営の透明性の向上、財務規律の強化及び地域における公

益的な取り組みの推進を図るため、理事会・評議員会等を適宜開催します。また、毎月の法人経

営会議及び管理会議においては、引き続き、各部署が抱える課題の共有と解決策の検討、経営

状況の分析・評価等を行い、組織全体のマネジメント力の向上を図ります。

② 自主財源の確保

自治会にご協力をお願いしている 「一般会費」 や、企業等にご支援いただいている 「賛助・

特別・まる特会費」 については、年々減少傾向にあります。これらの会費は、地域福祉を推進

するための本会の貴重な自主財源であることから、企業等に対して本会の事業内容や取り組み

状況を積極的に発信し、社会貢献活動の一翼を担っていただけるよう働きかけを行います。併せ

て、寄付金等についても随時受け付け、安定的な財源確保に努めます。

③ 広報活動の充実【拡充事業】

地域福祉の推進にあたっては、市民の皆さまに本会の活動をより広く知っていただき、理解を

深めていただくことが重要です。そのために、本会が実施する事業の周知や活動報告等について、

積極的な情報発信を行います。  

年６回発行している 「つばめ社協だより『たっちハート』（回覧方式）」については、引き続

き内容の充実を図るとともに、ホームページ及び公式ＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用し、効果的な情報発

信に努めます。

また、昨年度制作した本会オリジナルキャラクターについては、市民の皆さまに親しまれ、認

知される存在となるよう、キャラクター認知度向上事業として、着ぐるみ等の制作を通じ各種事

業や広報物等で積極的に活用することにより、本会の活動周知につなげます。

◆活動方針                       

【本会オリジナルキャラクターのご紹介】

名 前：つばるん

プロフィール：

つばるんは、燕市の鳥「つばめ」と燕市の木「桜」、広

がる青空から生まれました。誰もが支え合い、自分らしく

暮らせる地域づくりを目指す、幸せの青い鳥です。

手に持っている大きなスプーンで、幸せをひとさじ、優

しさをひとさじ、思いやりをひとさじずつ配り、みんなに

笑顔が広がるよう魔法をかけます。本会の活動を軽やかに

「るんるん」と盛り上げます。
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④ 第４次燕市地域福祉活動計画の推進 

第４次燕市地域福祉計画と第４次燕市地域福祉活動計画を一体的に策定した 「第４次燕ささ

えあいプラン（計画期間：R５～R９年度）」 の基本理念の実現に向け、地域住民、関係機関・団

体、及び行政と連携を図りながら、同プランに位置づけられたそれぞれの役割を着実に果たして

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 中期経営計画策定準備事業【新規事業】 

   本会の将来的な組織経営基盤の安定・強化を図るとともに、地域福祉活動計画の実行性を高

めるためには、組織運営、事業展開、財務基盤等に関する具体的な経営ビジョンを明確にする

必要があります。このため、令和９年度に策定を計画している「第５次地域福祉活動計画」と

並行し、本計画を策定するための準備段階として、社協活動の指針となる「社会福祉協議会基

本要項２０２５」の理解と定着を図るための職員研修を実施するとともに、策定プロジェクトチ

ーム及び役職員で構成する策定委員会を設置し、次年度に向けた検討・準備を進めます。 

⑥ 燕市社会福祉大会の開催【新規事業】 

合併２０周年記念事業として、燕市市民交流センターを会場に、式典、表彰、講演会を開催し

ます。併せて、地域住民に本会の活動をより広く知っていただき、身近な存在として感じても

らうことを目的に、ボランティア・市民活動交流フォーラムを同時開催し、本会と地域住民、

ボランティア団体等とのさらなる連携と協働の促進を図ります。 

⑦ 虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会の開催 

利用者の安全確保と人権擁護を目的として、制度事業を担う事業所が連携し、両委員会を定

期的に開催しています。両委員会においては、利用者の自立支援や社会参加の促進、日常生活

動作（ADL）及び生活の質（QOL）の向上を図る観点から、適切な支援が行われるよう、虐待

防止と身体拘束の適正化に向けた検討を行います。 

⑧ 各所属における会議等の開催 

所属内においては、円滑な情報共有及び課題解決を図るため、課内会議、定例会、係内会議

等を適宜開催します。 

出典：第４次燕ささえあいプラン概要版 
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また、制度事業においては、安全で質の高いサービス提供を目的として、事故対策委員会を

開催しています。本委員会では、ヒヤリハットや事故の報告内容をもとに、原因の分析、再発

防止策の検討、その後の検証結果の共有を行い、事故の未然防止及び再発防止に取り組みます。

さらには、感染症対策委員会及び災害対策委員会において、各種マニュアルに基づいた研修や

訓練等を実施し、緊急時に迅速かつ的確に対応するための体制整備を進めます。 

          職員間の情報共有ツールとして活用しているＬIＮＥＷＯＲＫＳについては、多くの個人情報を

取り扱うことから、引き続き、情報の漏えい防止に万全を期し、適切な運営管理を行います。 

 

⑵ 職員の能力開発・人材育成 

① 目標管理・人事考課等による人事管理 

臨時職員以上の職員については、業務分掌に基づき個々に目標管理を実施します。また、正

規職員については人事考課制度を活用し、日常の業務内容等について直属の上司による評価及

び面談を行うことで、自身の能力向上とキャリア形成を支援します。 

② 計画的な人材育成【拡充事業】 

人材育成理念策定事業として、職員倫理綱領との整合性を図りながら、組織性及び専門性の

両面から、職員育成の方向性や目指すべき人材像の明確化を図るとともに、目標設定及び評価

の仕組みを整理し、計画的かつ継続的な人材育成を推進します。 

  ③ 内部研修及び各種プロジェクト会議等の開催 

所属を越えた各種プロジェクト会議の内容や検討事項については、全職員への情報共有を図

ります。また、協議が必要なテーマについては、職員内部研修会を開催するなど、理解促進と

意見交換の機会を設け、各種プロジェクトの発展及び事業内容の周知に努めます。 

④ 適切な労務管理 

労務管理に関する法令改正等の情報を適切に収集し、必要に応じて社会保険労務士等の専門

家の助言を得ながら、本会に適した規則・規程の整備等を行います。これにより、コンプライ

アンスの確保と、職員が安心して働くことのできる職場環境の整備を目指します。 

 

⑶ 災害等への備えの強化 

① マニュアル等の見直し 

令和４年３月に策定した「災害時対

応マニュアル」及び令和７年２月に改

訂した「災害ボランティアセンターマ

ニュアル」については、毎年の訓練を

通じて検証・評価を行い、必要に応じ

て見直しを実施します。これにより、

緊急時においても迅速かつ適切な対

応ができる体制を整えます。 

② 事業継続計画（ＢＣＰ）の実行性の向上 

感染症や大規模災害の発生時において、利用者への支援を継続的に実施し、早期の事業再開

を図るための、事業継続計画（BCP）を整備しています。本計画に基づき、定期的な研修・訓

練・評価を実施するとともに、必要に応じて内容の見直しを行い、より実効性の高い計画とな

るよう、継続的な改善を図ります。 

11



 
 

⑷ 施設の適正な管理運営 

① 直営施設 

・燕市老人福祉センター「つばめ荘」 

高齢者の健康増進や生きがいづくりの場を提供する施設です。施設の老朽化が進行している

ことから、安心・安全な運営を維持するため、必要な財源の確保に努めつつ、計画的な改修・

修繕を行います。また、引き続き、燕地区における身近な福祉の窓口として、利用者の利便性

の向上を図ります。 

・屋内ゲートボール場「すぱーく燕」 

主にゲートボールの利用のほか、青少年のスポーツ活動や地域行事など、多目的に活用でき

る施設です。引き続き、施設の特性を活かした運営を行い、地域住民の福祉の向上に寄与しま

す。 

・放課後等デイサービス事業所ぶんすい(愛称：みっくす） 

就学している原則１８歳未満の障がいのある児童に対し、放課後や学校休業日において、一人

ひとりの障がい特性や発達状況に応じた支援を行う施設として、令和５年４月に開設しました。

引き続き、分水地区における身近な福祉の窓口として、利用者の利便性の向上に努めます。 

② 指定管理者制度導入施設 

・燕市燕老人集会センター（愛称：リバーらて つばめ） 

「つばめ荘」に隣接した、高齢者の健康増進や生きがいづくりの場を提供する施設です。高 

齢者の興味・関心や身近な生活課題等をテーマとした自主事業を実施し、生涯学習の促進を図 

るとともに利用者の維持・増加に努めます。また、指定管理期間の満了に伴い更新申請を行い、

引き続き本年度から５か年度、本施設の管理運営を受託することとなったことから、安定的かつ

継続的な事業運営に取り組みます。（指定管理期間：令和８年４月１日～令和１３年３月３１日） 

・燕市吉田老人センター 「シニアセンターよしだ」 

高齢者の心身の健康保持及び福祉の増進を目的とした、つどいの場を提供する施設です。本

施設は吉田地区老人クラブ連合会の活動拠点となっていることから、新規会員の加入促進につ

ながる活動等を検討し、施設利用者の確保に取り組みます。（指定管理期間：令和５年４月１日～

令和１０年３月３１日） 

・燕市障がい者地域生活支援センター「はばたき」 

障がいのある人の地域生活を支援するための施設です。日中活動や他者との交流の場を提供

しながら、一人ひとりが安心して過ごせる居場所づくりに努めます。また、本施設の認知度を

高めるため、各種広報媒体を活用した情報発信を行うとともに、事業の周知及び地域の理解を

図るため、「はばたきマルシェ」を開催します。（指定管理期間：令和５年４月１日～令和１０年３

月３１日） 

③ 受託施設 

・燕市市民交流センター  

市の社会教育施設として、子育て支援センター、学習室、貸

室等を備え、多くの来館者が利用する複合施設です。 

本会は、貸館業務、清掃業務、樹木管理等の施設管理を担い

ます。施設の老朽化に伴う修繕が必要な箇所については、早期

改修が行われるよう市に対し継続的に要望していきます。 

燕市市民交流センター（本会本部窓口）
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 主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

⑴ 

適
切
な
組
織
運
営 

①理事会・評議員会等の開催 

（会員会費） 

 

・理事会 年３回、評議員会 年２回、監査会 年１回 

・法人経営会議及び管理会議 毎月１回 

・法人経営戦略会議 年４回 

②自主財源の確保 

 

・一般会費募集 毎年８月 

・賛助・特別・まる特会費募集 毎年６月 

・寄付金 随時募集 

・共同募金運動への協力 毎年 10 月 

③広報活動の充実 

（会員会費・共同募金） 

 

 

 

 

・社協だより発行 年６回、ホームページ運用 随時 

ホームぺージ閲覧件数 年間 40,000 件 

・各種ＳＮＳの運用 毎週１回以上投稿 

 公式ＬＩＮＥ登録者数 480 人 

 相談ＬＩＮＥ  〃   200 人 

公式 Facebook フォロワー数 80 件 

〃 Instagram   〃    500 件 

・本会オリジナルキャラクターイラストや着ぐるみの活用 

④第４次燕市地域福祉活動計画の推進 ・地域福祉計画との整合性、連携強化 

・推進委員会における進捗状況の点検 

⑤中期経営計画策定準備事業 ・策定プロジェクトチームの設置 

・研修会の実施、策定委員会委員の設置 

⑥燕市社会福祉大会の開催 ・式典、表彰、講演会のほか、ボランティア団体等と連携

したフォーラムの開催 

⑦虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会

の開催 

 

 

 

・両委員会（同日開催） 年４回 

・虐待チェックリストの実施 年１回 

・研修の実施 年１回 

・事例発生時は臨時開催 

⑧各所属における会議等の開催 

 

・課長会 随時 

・課・係内会議及び定例会 随時 

・事故対策委員会及び感染症対策委員会等 随時 

⑵ 

職
員
の
能
力
開
発
・
人
材
育
成 

①目標管理・人事考課等による人事管理 上期・下期とも、自己振り返り及び上職評価後、フォロ

ーアップ面談を実施 

・目標管理（臨時職員以上） 

・人事考課制度（正規職員のみ）：評価結果に基づき処

遇反映 

②計画的な人材育成 ・研修会の開催 

・人材育成理念の策定 

③内部研修及び各種プロジェクト会議等の 

開催 

・職員内部研修の開催 年３回程度 

・各種プロジェクト会議の開催 

④適切な労務管理 ・衛生委員会の開催 毎月１回 

・必要に応じた規則、規程等の整備と見直し 

・法律改正による情報の収集及び職員への発信 

燕ささえあいプラン 

２－(4) 多様な主体の活動の推進 

燕ささえあいプラン 

１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

２－(1) 包括的な支援体制の整備 

燕ささえあいプラン 

２－(3) 権利擁護の推進 
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 主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

⑶ 

災
害
等
へ
の
備
え
の
強
化 

①マニュアル等の見直し 

（共同募金） 

 

 

 

・災害時対応マニュアル及び災害ボランティアセンター 

マニュアル等に則した訓練・評価と必要に応じた見直

し（10 月） 

         

 

②事業継続計画（ＢＣＰ）の実行性の向上 

 

 

 

・災害時対応マニュアル等と合わせて、必要に応じ見直

し 

 

⑷施設の適正な管理運営 

 

 

 

施設名 開館時間 休館日 目標指標等 

①
直
営
施
設 

燕市老人福祉センター

「つばめ荘」 

9:00～16:00 

入浴時間 

10:00～15:30 

（6～10 月） 

10:30～15:30 

（11～5 月) 

月曜、祝日、

12/29～1/3 

･利用者：9,500 名/年 

※冬期間（12/1～3/31）の入浴施設休業日

は毎週月曜のほか水・金曜 

屋内ゲートボール場

「すぱーく燕」 

9:00～17:00 月曜、12/29～

1/3 

･利用者：3,800 名/年 

放課後等デイサービス

事業所ぶんすい 

（愛称：みっくす） 

･分水窓口 

開館時間 

8:30～16:00 

土曜、日曜、祝

日、12/29～

1/3 

※放課後等デイサービス事業の営業時間

9:15～18:00 

（詳しくは本冊子 23・24 ページ参照） 

②
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設 

燕市燕老人集会センタ

ー（愛称：リバーら

て つばめ） 

9:00～21:00 月曜、祝日、

12/28～1/4 

･利用者：7,000 名/年 

･自主事業の実施：２回/年以上 

燕市吉田老人センター 

「シニアセンターよし

だ」 

9:00～16:00 

入浴時間 

11:30～15:30 

日曜、祝日、

12/29～1/3 

･利用者：7,000 名/年 

※冬期間（12/1～3/31）の入浴施設休業日

は毎週日曜のほか火・木曜 

燕市障がい者地域生

活支援センター 

「はばたき」 

月曜～土曜 

8:00～18:30 

日曜、祝日 

9:00～16:00 

12/29～1/3 ･利用者：1,600 名/年 

③
受
託
施
設

燕市市民交流センター 8:30～21:30 12/29～1/3 事故防止・環境美化の推進 

燕ささえあいプラン 

１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

燕ささえあいプラン 

３－(2) 地域ぐるみの安全・安心体制の確保

燕ささえあいプラン 

３－(2) 地域ぐるみの安全・安心体制の確保 
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重点活動目標 ２． 地域住民を主体とした取り組みを推進します 

⑴ 住民相互の助け合い・支え合い活動の推進  

① 地域支え合い体制の推進 

住み慣れた地域で、誰もが自分らしく暮らし続

けられるよう、地域課題を「自分ごと」として捉

え、その解決に向けた検討や実践を行う支え合い

活動（共助・互助）を推進します。 

特に、まちづくり協議会設置エリアを目安に、 

「地区支え合い活動推進委員会」を設置し、住民 

主体による支え合い体制の整備を進めています。 

未設置地区においては、引き続き設置を促してい 

きます。 

   ② 地域でまるごと支え合いモデル事業【新規事業】 

日常生活に困りごとを抱える高齢者や障害者世帯を対象に、自治会が主体となって行う支援

活動に要する費用を助成し、住み慣れた地域で安心して生活を継続できる環境づくりを進めま

す。併せて、地域で困りごとを共有し、住民同士の支え合い・助け合いを通じて、地域全体で

支援し合える体制づくりを推進します。 

今年度はモデル地区を選定し、実践を通じて事業の有効性や運営方法等を検証し、今後の展

開に向けた基礎づくりを行います。 

③ 有償ボランティア活動事業「すけっとつばめ」 

高齢者や障がいのある人等を対象に、掃除や買い物など、日常生活のちょっとした困りごと

について、会員登録した地域住民同士が有償で助け合い・支え合い活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ふれあいサロン活動の支援【拡充事業】 

サロンの立ち上げ支援をはじめとして、燕市介護予防・日常生活支援総合事業の「支え合い 

型通所サービス（サービス B）」に登録している団体を含めたサロンへの運営費助成や講師派遣、

備品貸出等の支援を拡充する「ふれあいサロン推進事業」を行います。また、活動の様子から 

地域課題等を把握するため、担当職員がサロンへ定期的に訪問します。 

圏域 委員会設置数 

おおまがり 2 か所 

さわたり ４か所 

吉田 ３か所（調整中 １か所） 

分水 ３か所（ 〃  １か所） 

計 １２か所（  〃  ２か所） 

有償ボランティア活動事業「すけっとつばめ」

 

地区支え合い活動推進委員会設置状況 

⑴-③有償ボランティア活動事業「すけっとつばめ」

【支え合う地域の力～協力会員安全運転講習～】 
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⑤ なじらね燕 （チームオレンジ） 活動の実践 

認知症高齢者が、住み慣れた地域の中で自分らしく暮らし続けられるよう、認知症サポータ

ーや生活支援コーディネーターなど、地域の関係者と連携した支援を行います。  

 

   

 

⑥ 地域介護予防活動支援事業／介護予防普及啓発事業 

住民同士が集い、介護予防につながる運動に取り組むことで、参加者の健康寿命の延伸を図

るとともに、地域におけるつながりの強化を目指します。  

   ⑦ 玄関前除雪等支援事業 

自力での除雪や側溝の泥上げ （以下「除雪等」という。） が困難で、かつ親族等からの支援

を得ることが難しい高齢者世帯や障がいのある人のみの世帯等を対象に、除雪等の支援を行い

ます。近年、支援を必要とする人が増加傾向にある一方で、活動者の確保が課題となっている

ことから、持続可能な支援体制の構築に向け、支援方法の検討を継続します。 

⑧ 障がい者タクシー利用券等助成事業【拡充事業】 

障がいのある人の社会参加を促進するとともに、経済的負担の軽減を図り、もって障がいの

ある人の福祉向上に資することを目的に、身体障害者手帳１～３級及び療育手帳Ａの所有者を

対象として、タクシー料金または自動車燃料費の助成券を交付します。現在、申請数が少ない

状況にあるため、支援を必要とする人に確実に本事業の情報が行き渡るよう、さまざまな広報

媒体を活用し周知を図ります。 

また、今年度より、身体障害者手帳を所持し通院している人工透析患者に対し、年間 15,000

円分の利用券等を交付することにより、通院に伴う交通費の負担軽減を図ります。 
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⑨ 金婚慶祝事業 

金婚を迎えられるご夫婦の申請に基づき、敬老の日にお祝い品を贈呈し、長年にわたるご夫

婦の歩みを祝福します。 

⑩ デマンド交通予約センターの運営管理 

高齢者等の交通弱者にとって、日常生活に欠かせない移動手段である 「おでかけきららん

号」 の予約受付業務を行います。利用者が安心して利用できるよう、予約時には親切丁寧な説

明を心がけるとともに、効率的かつ適正な配車に努めます。 

⑪ 学生服・体操着譲渡事業【拡充事業】 

令和５年度から「学用品等リユース会」を年２回実施してきましたが、地域の NPO や企業

等による同様の取り組みが拡充・定着してきたことから、今年度は、同会の開催を年１回に見

直します。また、当該開催をもってイベント型での実施を終了し、以後は支援の必要な世帯に

対し、年間を通じて随時、学生服・体操着を譲渡します。 

⑫ シニアＮＥＸＴ人材バンク整備事業 

就労的活動支援コーディネーターを配置し、高齢者の臨時的な就業やボランティア活動等へ

の参加を支援することで、生きがいの充実及び社会参加の促進を図ります。 

 

 ⑵ 地域を支える担い手の育成  

① ボランティア・市民活動センター（以下「センター」という。） 

ボランティア・市民活動（以下「ボランティア等活動」という。）のコーディネートやその活

動に関する相談対応を行うほか、燕市市民交流センター内にある部屋の貸し出し等を通じ、ボ

ランティア等活動の促進と定着を支援します。 

・センターへの登録及びボランティア等活動の斡旋 

・ボランティア等活動に関する情報を収集・発信できる場の提供 

・ボランティア活動保険の加入手続き支援 

・人材養成講座の開催 

・ボランティア等活動の開発・普及 

・２４時間ＴＶチャリティ募金への協力 等 

 

⑶ 市民活動・福祉教育の推進  

① 福祉活動団体・グループ、ＮＰＯへの支援 

福祉活動を行う団体・グループ及びＮＰＯ（以下「福祉活動団体等」という。）に対し、助成

金に関する情報を提供するとともに、福祉活動の円滑な実施に向けた側面的な支援を行います。

また、本会に事務局を置く燕市共同募金委員会においては、共同募金を原資として、福祉活動

団体等からの申請に基づき、活動費の助成を行います。 

② 福祉教育・総合学習の支援 

市民や学校等の要請に応じ、職員等が地域の集会場や学校等へ出向き、福祉に関する学びや

理解を深める機会を提供する「福祉のまちづくり出前講座」を開催します。これらの取り組み

を通じて、誰もが支え合いながら暮らせる地域づくりを推進します。 

・小学生向け福祉体験教室の開催 

・各学校における福祉教育支援（コーディネート及び指導） 等 
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⑴ 住民相互の助け合い・支え合い活動の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

①地域支え合い体制の推進 

（市受託金・共同募金） 

・地区支え合い活動推進委員会が未設置となって

いる２か所※すべてに本委員会を設置 
※吉田南、四箇村 

②地域でまるごと支え合いモデル事業 

 （会員会費・共同募金） 

・モデル自治会：８自治会 

・対象世帯：18 世帯 

③有償ボランティア活動事業 「すけっとつばめ」 

（会員会費・共同募金） 

・新規協力会員：10 名/年 

・活動件数：500 件/年  

④ふれあいサロン活動の支援 

（共同募金） 

 

 

・運営費の助成：60 か所/年 

燕地区 20 か所    

吉田地区 20 〃 

分水地区 20 〃 

・ふれあいサロン立ち上げ支援 

新規立ち上げ：3 団体 

⑤なじらね燕（チームオレンジ）活動の実践 

（市受託金） 

・地域の拠点数：15 か所/年 

⑥地域介護予防活動支援事業／介護予防普及啓発

事業 

（市受託金） 

・介護予防活動啓発講演会：参加者 70 名 

・スクエアステップ普及講演会： 〃  30 名 

・   〃     体験会： 〃 30 名 

・レインボー健康体操普及講演会： 〃 30 名 

・   〃     体験会： 〃 40 名 

・いきいきつばめｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座： 〃 15 名 

・   〃      ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座：〃 30 名 

・   〃     ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講習会： 〃 60 名 

・男性限定！生涯現役体づくり講座： 〃 10 名 

⑦玄関前除雪等支援事業 

（共同募金） 

・支援申請件数：130 件/年 

⑧障がい者タクシー利用券等助成事業 

（市受託金） 

 

・対象者別助成件数 

身体障害者手帳１・２級          840 件 

〃       ３級、療育手帳Ａ   400 件 

〃      所持の人工透析患者  140 件 

合 計                   1,380 件 

⑨金婚慶祝事業 

（共同募金） 

・贈呈数：120 組 

燕ささえあいプラン 

１－(2) 地域支え合い活動の推進 

１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

１－(4) 市民主体の健康づくりの推進 

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援 

３－(1) 暮らしやすい生活環境の整備 

18



 
 

主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

⑩デマンド交通予約センターの運営管理 

（市受託金） 

・利用者数：36,000 名/年 

⑪学生服・体操着譲渡事業 

（会員会費・共同募金） 

・学用品等リユース会：１回/年 

以降、年間を通じて随時対応 

⑫シニア NEXT 人材バンク整備事業 

（市受託金） 

・説明会の開催：16 回/年 

・バンク登録者：48 名/年 

・活動先登録数:15 か所/年 

・マッチング件数:24 件/年 

・人材養成研修：3 回/年 

 

⑵ 地域を支える担い手の育成 

 

 

 

主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

①ボランティア・市民活動センター 

（共同募金） 

・登録数：団体 95 団体 個人 30 名 

・ボランティア・市民活動フォーラムの開催：１回/年

（燕市社会福祉大会と同時開催） 

・人材養成講座の開催：１回/年 

 

⑶ 市民活動・福祉教育の推進 

 

 

 

 

 

主な活動等（主たる財源） 活動概要・目標指標 

①福祉活動団体・グループ、ＮＰＯへの支援 

（共同募金） 

・共同募金助成件数：14 件/年 

②福祉教育・総合学習の支援 

（共同募金） 

・小学生向け福祉体験教室の開催：１回/年 

・各学校や地域の集会所等での福祉のまちづくり出

前講座：15 か所（延べ 40 回/年） 

 

 

 

 

 

 

⑶-②福祉教育・総合学習の支援 

【夏休み福祉体験教室～募金箱を作ろう教室～】 

燕ささえあいプラン 

１－(2) 地域支え合い活動の推進 

燕ささえあいプラン 

１－(1) 支え合い・助け合いの意識づくり 

１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

２－(4) 多様な主体の活動の推進 
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重点活動目標 ３． 福祉サービス利用支援等の援助を行います  

⑴ 制度・サービスの利用支援と権利擁護の推進  

① 福祉後見・権利擁護センター（燕市成年後見制度利用促進中核機関）【拡充事業】 

成年後見制度の利用支援を通じて、個々の権利が適切に擁護される体制を構築するとともに、

地域連携ネットワークのコーディネート役を担います。また、市民後見人の活動内容の周知や 

理解促進を目的とした活動報告会を開催し、関係機関との連携強化を図ります。 

② 日常生活自立支援事業 

認知症や障がい等で、判断能力が不十分な人が、地域において自立した生活を送ることができ

るよう、利用者との契約に基づき、生活支援員が福祉サービス等の利用援助を行います。また、

利用者から預かる金銭・書類等の管理については、複数職員による確認体制を整え、内部牽制を

機能させることで、適正な事務執行に努めます。 

③ 法人後見事業 

意思決定が困難な人の判断能

力を補うため、本会が成年後見人、

保佐人または補助人を受任し、財

産管理や身上保護等を行うこと

で、本人の権利擁護を図ります。 

 

 

⑵ 相談支援体制の充実  

① 心配ごと相談所の開設 

法人本部を会場に毎週水曜日、市民が気軽に予約なしで利用できる無料相談所を開設します。

相談には専従の相談員が対応し、相談内容の秘密は厳守します。また、来所が難しい人のために、

電話による相談にも対応します。 

② 弁護士による相談の実施 

        法人本部を会場に毎月２回、弁護士による無料相談を実施します。事前予約制（１回５名ま

で）とし、相談時間は１人３０分とします。 

③ 出前福祉相談事業 

地域住民が身近な場所で相談が受けられるよう、職員（福祉専門職）が要望に応じて、地域

のサロンや集会場等を訪問し、出前相談を行います。 

④ ＬＩＮＥ相談の受付 

電話や来所による相談が難しい人のために、２４時間３６５日受信可能なＬＩＮＥ相談を行うことに

より、早期の支援につなげます。 
 

⑶ 生活困窮者への自立支援  

① 小口資金貸付 

低所得世帯を対象に、生活の緊急的なつなぎ資金として連帯保証人を付したうえで、無利子・

無担保で３万円を限度に貸付を行います。 

② 生活福祉資金貸付 

低所得世帯等を対象に、世帯の自立を促進するための必要な資金に関する貸付相談を行いま

す。なお、原則として連帯保証人が必要となります。※貸付実施主体：新潟県社会福祉協議会 

出典：本会ホームページ 
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⑴制度・サービスの利用支援と権利擁護の推進  

 

 

 

主な活動等（主たる財源） 活動概要 

①福祉後見・権利擁護センター（燕市成年後見制度

利用促進中核機関） 

（市受託金） 

・中核機関の機能である広報、相談、成年後見制度

利用促進及び後見人支援の充実 

・地域連携ネットワーク専門職派遣事業：随時派遣 

・権利擁護普及・啓発セミナー：１回/年 

・福祉専門職向け権利擁護セミナー：１回/年 

・燕市市民後見人活動報告会：１回/年 

・受任調整会議：1 回/月 

②日常生活自立支援事業 

（新潟県社会福祉協議会受託金） 

・福祉サービスの利用援助 

・日常的金銭管理及び書類等預かりのサービス 

③法人後見事業 

（自主運用財源） 

・身上保護 

・財産管理 

 

⑵相談支援体制の充実  

 

 

 

主な活動等(主たる財源) 開設日時 会場 その他 

①心配ごと相談所の開設 

（市受託金） 

毎週水曜 

13:00～16:00 

燕市市民交流センター  

②弁護士による相談の実施 

（共同募金） 

毎月 10 日・30 日 

（休日の場合変更あり）

13:00～15:30 

     〃 ・新潟県弁護士会からの派遣

弁護士が担当 

・相談受付は原則 1 人年 1 回 

③出前福祉相談事業 

（共同募金） 

※依頼に応じ開催 

④LINE 相談の受付 

（会員会費） 

※登録はこちらからどうぞ 

 

         

返信は、相談受付後、原則

1 週間以内に行います。 

 

⑶生活困窮者への自立支援 

 

 

主な活動等(財源) 活動概要 

①小口資金貸付 

（自主運用財源） 

・随時相談の受付 

②生活福祉資金貸付 

（新潟県社会福祉協議会受託金） 

・  〃 

燕ささえあいプラン 

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援 

燕ささえあいプラン 

２－(3) 権利擁護の推進 

燕ささえあいプラン 

２－(1) 包括的な支援体制の整備 

 
「燕市社協相談 LINE」 
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重点活動目標 ４． その人らしい生活を送るためのサービスを提供します

⑴ 介護の必要な人への支援

① 訪問介護事業

要介護認定を受けた高齢者が、住み慣れた自宅で自分らしい生活を人生の最期まで継続でき

るよう、関係機関をはじめとする多職種と連携し、適切なサービスの提供に努めます。また、

市内の居宅介護支援事業所等へ、受け入れ可能な時間帯等の情報提供を行い、新規利用者の確

保を図ります。

② 自費介護サービス事業

自主事業（制度外サービス）として、高齢者や障がいのある人が安心して日常生活を送るこ

とができるよう、生活に密着した支援サービスを提供します。

⑵ 障がいのある人への支援

① 居宅介護・同行援護・移動支援事業【拡充事業】

障がいのある人が、住み慣れた地域において自立した日常生活を送ることができるよう、各

種支援サービスを提供します。また、本人及びその家族の意志や人格を尊重し、常に利用者の

立場に立った適切な支援の実施に努めます。

・居宅介護事業・・・身体介護・生活援助の支援

・同行援護事業・・・移動に著しい困難を有する視覚障がい者等への同行支援

・移動支援事業・・・障がいの状態に応じ、不安なく外出・移動ができるよう支援

・令和９年４月に開校予定の県央特支への送迎バス運行については、現時点において詳細が公

表されていないため、（仮称）県央地区特別支援学校送迎バス運行にかかる対応検討事業とし

て、引き続き、市担当者等からの情報収集を行い、次年度に向けた人材確保及び予算の把握

に努めます。（放課後等デイサービス事業についても同様とします。）

② 就労継続支援Ｂ型事業

一般企業等での就労が困難な障がいのある人に対し、働く場を提供するとともに、自立に向

けた知識及び能力の向上を支援します。また、利用者一人ひとりの障がい特性や能力、体調に

応じた多様な働き方に対応するため、地元企業等からの請負作業のほか、キャンドル等の自主

生産品の製造・販売に取り組みます。

・安定した就労継続に向けた相談支援

・工賃向上を目的とした新たな作業の開拓

・キャンドル等の自主生産品の製造・販売
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③ 地域活動支援センター事業 

地域で暮らす障がいのある人等に対し、日中活動の機会を提供するとともに、仲間との交流

や創作活動を通じ社会参加を促進します。また、各種講座や調理実習、作業体験など、多様な

活動メニューの充実を図り、仲間との交流等を通して、地域においてその人らしく自立した生

活が送れるよう支援します。さらに、利用者一人ひとりのペースに合わせた居場所を提供し、

外出や社会参加への第一歩となるきっかけづくりに努めます。 

【基礎的事業】 

・創作的活動及び生産活動の機会の提供 

・社会との交流の機会の提供 

・生活に関する相談及び助言等の提供 

【機能強化型事業】 

・障がいに対する理解促進を目的とした普及啓発の実施 

 （はばたきマルシェ、こころのバリアフリー講演会等） 

・医療、福祉関係機関との連携強化及び地域住民ボランティアの育成 

④ 相談支援事業 

障がい児・者及び障がいの種別を問わず、相談内容に応じた各種サービスの情報提供等を行い、

地域で安心して暮らせるよう、本人や家族とともに考えながら、必要な支援につなぎます。 

・計画相談及び委託相談の実施 

・障害支援区分認定調査の受託 

・地域生活支援拠点等整備事業への対応 

・緊急時連絡体制の構築 

⑤ 放課後等デイサービス事業 （はばたき・ぶんすい） 

国が策定した「放課後等デイサービスガイドライン」に基づき、適切なアセスメントの実施

及び子どもの特性を踏まえた総合的かつ専門的な支援を行うとともに、関係機関との連携強化

等を図り、個々の特性や状況に応じた質の高い発達支援の提供に努めます。   

・５領域※とのつながりを明確にした個別支援計画の作成 

・保護者との情報共有及び信頼関係の構築 

・季節に応じた月ごとの行事の実施 

・地域交流の機会の提供 

※ 「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」 

 

⑶ 子育て世帯への支援 

   ① 子育て世帯訪問支援事業 

市から委託を受け、家事や子育てに対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケ

アラー等がいる家庭を対象に、福祉の向上を図ることを目的として、家事や育児等を支援します。 
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⑵障がいのある人への支援 

 

 

 

 

 

 

事業名 サービス提供時間 営業日 目標指標 

①居宅介護・同行援

護・移動支援事業 

7：00～21：00 月曜～日曜 

（12/29～1/3 除く） 

【居宅介護】 

平均利用者実績：27 名/月以上 

利用回数：240 回/月以上 

②就労継続支援Ｂ型

事業 

9：30～15：30 月曜～金曜 

（祝日、8/13～15、

12/29～1/3 除く） 

平均利用者実績：20 名/日以上 

利用者平均工賃：28 千円/月以上 

③地域活動支援セン

ター事業 

 

9：00～17：00 月曜～金曜 

（祝日、12/29～1/3

除く） 

利用人員：20 名/日 

④相談支援事業 8：30～17：15 月曜～金曜 

（祝日、12/29～1/3

除く） 

相談件数：640 件/年 

【内訳】新規：20 件/年 

モニタリング：420 件/年 

更新：200 件/年 

⑤放課後等デイサー

ビス事業 （はばた

き・ぶんすい） 

 

【はばたき】 

・授業終了後 

14：30～18：00 

・学校休業日*１ 

10:00～16：30 

月曜～土曜 

(第１、３、５土曜、祝

日、8/13～14、

12/29～1/3 除く) 

平均利用実績：11 名/日以上 

*１利用希望により 8：00～10：00、及び

月曜～金曜は 18：00 まで、土曜は 

１7:30 まで対応可 

 

【ぶんすい】 

・授業終了後 

14：30～17：30 

・学校休業日*２ 

8：15～16：30 

月曜～金曜 

（祝日、8/13～15、

12/29～1/3 除く） 

 

平均利用実績：11 名/日以上 

*２利用希望により 17：30 まで対応可 

 

⑴介護の必要な人への支援 

 

 

 

事業名 サービス提供時間 営業日 目標指標 

①訪問介護事業 7：00～21：00 月曜～日曜 

（12/29～1/3 除く） 

平均利用者実績：44 名/月以上 

利用回数：559 回/月以上 

②自費介護サービ

ス事業 

7：00～21：00 月曜～日曜 

（12/29～1/3 除く） 
 

燕ささえあいプラン 

１－(1) 支え合い・助け合いの意識づくり 

２－(3) 権利擁護の推進 

燕ささえあいプラン 

１－(1) 支え合い・助け合いの意識づくり 

１－(3) 人と地域をつなぐ交流の場づくり 

２－(1) 包括的な支援体制の整備 

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援 

２－(3) 権利擁護の推進 
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⑶子育て世帯への支援

事業名 サービス提供時間 営業日 目標指標

燕市子育て世帯訪問

支援事業

7：00～21：00

1 日当たり 2 時間以

内

月曜～土曜

（祝日、12/29～1/3

除く）

支援世帯：１世帯以上

⑵-⑤放課後等デイサービス事業（はばたき）

【パフェづくり体験】

⑵-②就労継続支援Ｂ型事業

【請負作業】

燕ささえあいプラン

２－(2) 困難を抱えた人やその家族の自立に向けた支援

２－(3) 権利擁護の推進

⑵-①同行援護事業

【外出介助】

25



 
 

 

26


